
 

 

平成２７年２月２４日 

 

有限会社 湯
ゆ

迫
ば

温泉に対する景品表示法に基づく措置命令について 

 

消費者庁は、本日、有限会社湯迫温泉に対し、消費者庁及び公正取引委員会（公

正取引委員会事務総局近畿中国四国事務所中国支所）の調査の結果を踏まえ、景品

表示法第６条の規定に基づき、措置命令（別添参照）を行いました。 

有限会社湯迫温泉が供給する浴場施設の浴槽における温水等に係る表示につい

て、景品表示法に違反する行為（同法第４条第１項第１号（優良誤認）に該当）が

認められました。 

 

１ 有限会社湯迫温泉の概要 

  所 在 地 岡山市北区駅前町二丁目４番８号 

  代 表 者 代表取締役 河田 清忠 

  設立年月 昭和３６年４月 

資 本 金 １０００万円（平成２６年１１月現在） 

 

２ 措置命令の概要 

⑴ 対象役務 

有限会社湯迫温泉が運営する「湯迫温泉 白雲閣」及び「湯迫温泉 健康村」

と称する施設（以下「本件施設」という。）において提供する宿泊及び浴場利用

役務 

 

⑵ 対象表示 

ア 表示 

(ｱ) 表示媒体 

自社ウェブサイト及びパンフレット並びに「岡山市温泉情報・予約ネット」

と称する旅行情報ウェブサイト 

(ｲ) 表示期間 

平成１６年２月頃以降 

（表示媒体により表示期間は異なる。） 

(ｳ) 表示内容 

本件施設に設置した浴場施設の浴槽における温水等について、 

【表示例１：自社ウェブサイト】 

あたかも、本件施設において９種類の浴槽に温泉を使用しているかのよう

に示す表示をしていた。 
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【表示例２：「岡山市温泉情報・予約ネット」と称する旅行情報ウェブサイト】 

あたかも、本件施設において１１種類の浴槽に温泉を使用しているかのよ

うに示す表示をしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊び心がそそられ

る、１１種類の湯め

ぐり 

 

天然のお湯は日常

がふっと遠のく極

楽夢ごこち。全１１

種類の温泉が、湯遊

び心をくすぐりま

す。 

九種類の湯めぐり三昧 

 

白雲閣には、併設した健

康村も合わせて九種類

の温泉がございます。 

温泉好きの方にきっと

ご満足いただけること

と思います。 

［効能］：神経痛、リュ

ウマチ、皮ふ病など 
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イ 実際 

平成２１年頃以降ほとんど全ての期間において、温泉法（昭和２３年法律第

１２５号）第２条第１項に規定する温泉を使用した浴槽は別表「浴場施設名」

欄記載の「白雲閣 台湾大岩風呂」の「大岩風呂」及び「ひのき風呂」と称す

る浴槽の２種類のみであった。 

 

⑶ 命令の概要 

ア 前記⑵アの表示は、対象役務の内容について、一般消費者に対し、実際のも

のよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違反するものであ

る旨を一般消費者に周知徹底すること。 

イ 再発防止策を講じて、これを役員及び従業員に周知徹底すること。 

ウ 今後、同様の表示を行わないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

【本件に対する問合せ先】 

消費者庁表示対策課 

電    話 ０３－３５０７－９２３９ 

ホームページ http://www.caa.go.jp/ 

 

公正取引委員会事務総局近畿中国四国事務所中国支所取引課 

電    話 ０８２－２２８－１５０１(代) 

ホームページ http://www.jftc.go.jp/regional_office/chugoku/ 

3 

 

http://www.caa.go.jp/
http://www.jftc.go.jp/regional_office/chugoku/


別表 

 

 浴場施設名 浴槽等の名称 温水等 提供期間 

1 

白雲閣 

台湾大岩風呂 

大岩風呂  
温泉を使用 

昭和５５年４月以降 

2 ひのき風呂  

3 サウナ風呂 
水を使用し

ていない 

4 水風呂 

温泉ではな

い井戸水を

使用 

5 

健康村 

備前釜風呂 

五右衛門風呂 平成９年３月以降 

6 バブルジェット風呂 

7 露天風呂 

8 ジャグジー風呂 

9 水風呂 

10 岩盤浴 

11 サウナ風呂 
水を使用し

ていない 

12 
白雲閣 

渓流の湯 

大岩風呂 

温泉を使用 

・昭和６３年３月から平成２１

年頃までは常時使用。 

・平成２１年頃以降は他の浴場

施設の故障時のみ使用。 
13 ひのき風呂 
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不当景品類及び不当表示防止法（抜粋） 

（昭和三十七年法律第百三十四号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、商品及び役務の取引に関連する不当な景品類及び表示による顧客の

誘引を防止するため、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれのあ

る行為の制限及び禁止について定めることにより、一般消費者の利益を保護することを

目的とする。 

 

（不当な表示の禁止） 

第四条 事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに

該当する表示をしてはならない。 

一 商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のもの

よりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似

の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると

示す表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択

を阻害するおそれがあると認められるもの 

二 商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事業者と同種

若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも取引の

相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示であつて、不当に顧客を誘

引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められ

るもの 

三 前二号に掲げるもののほか、商品又は役務の取引に関する事項について一般消費者

に誤認されるおそれがある表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自

主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認めて内閣総理大臣が指定するもの 

 

（措置命令） 

第六条 内閣総理大臣は、第三条の規定による制限若しくは禁止又は第四条第一項の規定

に違反する行為があるときは、当該事業者に対し、その行為の差止め若しくはその行為

が再び行われることを防止するために必要な事項又はこれらの実施に関連する公示その

他必要な事項を命ずることができる。その命令は、当該違反行為が既になくなつている

場合においても、次に掲げる者に対し、することができる。 

一 当該違反行為をした事業者 

二 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人が合併により消滅

したときにおける合併後存続し、又は合併により設立された法人 

三 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人から分割により当

該違反行為に係る事業の全部又は一部を承継した法人 

四 当該違反行為をした事業者から当該違反行為に係る事業の全部又は一部を譲り受け

た事業者 

 

 

 

 

   

 

（参考１） 
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（報告の徴収及び立入検査等）  

第九条 内閣総理大臣は、第六条の規定による命令又は前条第一項の規定による勧告を行

うため必要があると認めるときは、当該事業者若しくはその者とその事業に関して関係

のある事業者に対し、その業務若しくは財産に関して報告をさせ、若しくは帳簿書類そ

の他の物件の提出を命じ、又はその職員に、当該事業者若しくはその者とその事業に関

して関係のある事業者の事務所、事業所その他その事業を行う場所に立ち入り、帳簿書

類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。  

２～３ （省略） 

 

（権限の委任等） 

第十二条 内閣総理大臣は、この法律による権限（政令で定めるものを除く。）を消費者

庁長官に委任する。 

２ 消費者庁長官は、政令で定めるところにより、前項の規定により委任された権限の一

部を公正取引委員会に委任することができる。 

３ （省略）  

４ 公正取引委員会、事業者の事業を所管する大臣又は金融庁長官は、前二項の規定によ

り委任された権限を行使したときは、政令で定めるところにより、その結果について消

費者庁長官に報告するものとする。 

５～１１ （省略） 

 

 

 

○ 不当景品類及び不当表示防止法第十二条の規定による権限の委任等に関する政令（抜

粋） 
（平成二十一年政令第二百十八号） 

 

（消費者庁長官に委任されない権限）  

第一条 不当景品類及び不当表示防止法（以下「法」という。）第十二条第一項の政令で

定める権限は、法第二条第三項及び第四項、第三条、第四条第一項第三号、第五条第一

項（消費者委員会からの意見の聴取に係る部分に限る。）及び第二項、第七条第二項並

びに同条第三項及び第四項（これらの規定を同条第五項において準用する場合を含む。）

の規定による権限とする。 

 

（公正取引委員会への権限の委任）  

第二条 法第十二条第一項の規定により消費者庁長官に委任された権限のうち、法第九条第

一項の規定による権限は、公正取引委員会に委任する。ただし、消費者庁長官が自らそ

の権限を行使することを妨げない。 
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景品表示法による表示規制の概要 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

（参考２） 

 

（参考２） 

 

景
品
表
示
法 

第
４
条
（
不
当
な
表
示
の
禁
止
） 

不
当
な
表
示 

○優良誤認表示（４条１項１号） 

商品・サービスの品質、規格その他の内容についての不当表示 

○有利誤認表示（４条１項２号） 

商品・サービスの価格その他取引条件についての不当表示 

不実証広告規制（４条２項） 

 消費者庁長官は、商品・サービスの内容（効果、性能）に関する

優良誤認表示に該当するか否かを判断する必要がある場合に、期間

を定めて、事業者に表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の

提出を求めることができる。 

⇒ 事業者が資料を提出しない場合又は提出された資料が

表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものと認められ

ない場合は、当該表示は不当表示とみなされる。 

①商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、実際のもの

よりも著しく優良であると示す表示 

①無果汁の清涼飲料水等についての表示 

②商品の原産国に関する不当な表示 

③消費者信用の融資費用に関する不当な表示 

④不動産のおとり広告に関する表示 

⑤おとり広告に関する表示 

⑥有料老人ホームに関する不当な表示 

①商品・サービスの取引条件について、実際のものよりも取引の相

手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 

○商品・サービスの取引に関する事項について一般消費者に誤認される

おそれがあると認められ内閣総理大臣が指定する表示（４条１項３号） 

②商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、事実に相違

して競争事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表示 

②商品・サービスの取引条件について、競争事業者に係るものより

も取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 
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別添 

消 表 対 第 ２ ２ ８ 号 

平成２７年２月２４日 

 

有限会社湯迫温泉 

代表取締役 河田 清忠 殿 

消費者庁長官 板東 久美子 

（公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第６条の規定に基づく措置命令 

貴社は、貴社が運営する「湯迫温泉 白雲閣」及び「湯迫温泉 健康村」と称する施設

（以下「本件施設」という。）において供給する宿泊及び浴場利用役務（以下「本件役務」

という。）の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。

以下「景品表示法」という。）第４条第１項の規定により禁止されている同項第１号に該当

する不当な表示を行っていたので、同法第６条の規定に基づき、次のとおり命令する。 

 

１ 命令の内容 

⑴ 貴社は、貴社が一般消費者に提供する本件役務に係る表示に関して、次に掲げる事

項を速やかに一般消費者に周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法につい

ては、あらかじめ、消費者庁長官の承認を受けなければならない。 

ア(ｱ) 貴社は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、本件施設に設置した浴場

施設の浴槽における温水等について、例えば、平成１６年２月頃から平成２６年

３月中旬までの間、自社ウェブサイトにおいて、「関白専用の隠し湯だった湯迫温

泉。鎌倉時代に俊乗坊重源上人により広く一般に開放されました。」、「九種類の湯

めぐり三昧 白雲閣には、併設した健康村も合わせて九種類の温泉がございます。

温泉好きの方にきっとご満足いただけることと思います。 ［効能］：神経痛、リ

ュウマチ、皮ふ病など」と記載するなど、別表１「表示媒体」欄記載の媒体にお

いて、同表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示内容」欄記載のとおり記載

することにより、あたかも、本件施設において９種類又は１１種類の浴槽に温泉

を使用しているかのように示す表示をしていたこと。 

(ｲ) 実際には、平成２１年頃以降ほとんど全ての期間において、温泉法（昭和２３

年法律第１２５号）第２条第１項に規定する温泉を使用した浴槽は別表２「浴場

施設名」欄記載の「白雲閣 台湾大岩風呂」の「大岩風呂」及び「ひのき風呂」

と称する浴槽の２種類のみであったこと。 

イ 前記ア(ｱ)の表示は、前記ア(ｲ)のとおりであって、本件役務の内容について、一

般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示
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法に違反するものであること。 

⑵ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、前記⑴ア記載の表示

と同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員

及び従業員に周知徹底しなければならない。 

⑶ 貴社は、今後、本件役務又はこれと同種の役務の取引に関し、前記⑴ア記載の表示

と同様の表示を行うことにより、当該役務の内容について、一般消費者に対し、実際

のものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。 

⑷ 貴社は、前記⑴に基づいて行った周知徹底及び前記⑵に基づいて採った措置につい

て、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。 

 

２ 事実 

⑴ 有限会社湯迫温泉（以下「湯迫温泉」という。）は、岡山市北区駅前町二丁目４番８

号に本店を置き、岡山市中区湯迫に所在する本件施設において、旅館業法（昭和２３

年法律第１３８号）第３条第１項の規定に基づく許可を得て旅館業を営み、また、公

衆浴場法（昭和２３年法律第１３９号）第２条第１項の規定に基づく許可を得て公衆

浴場を営む事業者であり、別表２のとおり、複数の浴場施設を設けて、本件役務を一

般消費者に提供している。 

⑵ 温泉は、温泉法第２条第１項において、「この法律で『温泉』とは、地下からゆう出

する温水、鉱水及び水蒸気その他のガス（炭化水素を主成分とする天然ガスを除く。）

で、別表に掲げる温度又は物質を有するものをいう。」と規定されている。 

⑶ 湯迫温泉は、本件役務に係る自社ウェブサイト及びパンフレット並びに「岡山市温

泉情報・予約ネット」と称する旅行情報ウェブサイトにおける表示内容を自ら決定し

ている。 

⑷ア 湯迫温泉は、本件役務を一般消費者に提供するに当たり、本件施設に設置した浴

場施設の浴槽における温水等について、例えば、平成１６年２月頃から平成２６年

３月中旬までの間、自社ウェブサイト（別添写し１）において、「関白専用の隠し湯

だった湯迫温泉。鎌倉時代に俊乗坊重源上人により広く一般に開放されました。」、

「九種類の湯めぐり三昧 白雲閣には、併設した健康村も合わせて九種類の温泉が

ございます。温泉好きの方にきっとご満足いただけることと思います。 ［効能］：

神経痛、リュウマチ、皮ふ病など」と記載するなど、別表１「表示媒体」欄記載の

媒体において、同表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示内容」欄記載のとお

り記載することにより、あたかも、本件施設において９種類又は１１種類の浴槽に

温泉を使用しているかのように示す表示をしていた。 

イ 実際には、平成２１年頃以降ほとんどの全ての期間において、温泉法第２条第１

項に規定する温泉を使用した浴槽は別表２「浴場施設名」欄記載の「白雲閣 台湾

大岩風呂」の「大岩風呂」及び「ひのき風呂」と称する浴槽の２種類のみであった。 
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３ 法令の適用 

前記事実によれば、湯迫温泉は、自己の供給する本件役務の取引に関し、本件役務の内

容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、

不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがある

と認められる表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第４条第１項第１号に

該当するものであって、かかる行為は、同項の規定に違反するものである。 

 

４ 法律に基づく教示 

⑴ 行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）第５７条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第６条及び第４５条の規定

に基づき、天災その他異議申立てをしなかったことについてやむをえない理由がある

ときを除き、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６０日以内に、書

面により消費者庁長官に対し異議申立てをすることができる。 

（注）行政不服審査法第４８条において準用する同法第１４条第３項の規定により、

正当な理由があるときを除き、処分があったことを知った日の翌日から起算して

６０日以内であっても、処分の日の翌日から起算して１年を経過したときは、異

議申立てをすることができなくなる。 

⑵ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及

び第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日から６か月以内

に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提起することが

できる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、

この処分があったことを知った日から６か月以内であっても、この処分の日から

１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第１項の規定により、正当な理由があるときを除き、

異議申立てをして決定があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その決定

があったことを知った日から６か月以内に提起することができる。ただし、行政

事件訴訟法第１４条第２項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、その

決定があったことを知った日から６か月以内であっても、その決定の日から１年

を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別表１ 

表示媒体 表示期間 表示内容 

自社ウェブサイト 

（別添写し１） 

平成１６年２月頃

から平成２６年３

月中旬までの間 

・「関白専用の隠し湯だった湯迫温泉。鎌倉時代

に俊乗坊重源上人により広く一般に開放され

ました。」 

・「九種類の湯めぐり三昧 白雲閣には、併設し

た健康村も合わせて九種類の温泉がございま

す。温泉好きの方にきっとご満足いただけるこ

とと思います。 ［効能］：神経痛、リュウマ

チ、皮ふ病など」 

・「湯めぐり 温泉のご紹介 遊び心がそそられ

る九種類の湯めぐり三昧 天然のお湯は、日常

がふっと遠のくごくらく夢ごこち。 趣向をこ

らした全九種類の温泉が、湯遊び心をくすぐり

ます。」 

・「台湾大岩風呂 台湾産大理石の原石でつくら

れた白雲閣自慢の大岩風呂。百人が一度に入れ

る広さと見事な石組みをご堪能ください。ま

た、現在この石は輸出が禁止されているため、

大変めずらしい温泉となっております。」 

・「のぼせ物語 風を感じながら存分につかれる

露天風呂。ユニークな木桶の五右衛門風呂。お

湯の圧力で身体がほぐれるジャグジー風呂。高

温と低温の両方を備えた備前焼登り窯サウナ。

泡が心地よいバブルジェット。そして水風呂、

うたせ湯。温泉好きの気持ちを満たしてくれ

る、のぼせ物語が広がります。 露天風呂 ジ

ャグジー風呂 五右衛門風呂（木桶の湯） 備

前焼登り窯サウナ（高温用・低温用） バブル

ジェット風呂 水風呂 うたせ湯」 

パンフレット 

（別添写し２） 

平成１９年４月頃

以降 

・「湯迫温泉（ラジウム泉） 山陽街道 風呂自

慢の宿 白雲閣」 

・「遊び心がそそられる、十一種類の湯めぐり三

昧。のんびりつかれば、身体がゆっくりほぐれ

ていく。」 

 
 



・「白雲閣に併設した『健康村』も、温泉三昧。 

風を感じながら存分につかれる露天風呂。泡が

心地よいバブルジェット。ユニークな木桶の五

右衛門風呂。高温と低温の両方を備えた備前焼

登り窯サウナ。そして、水ぶろ、うたせ湯、薬

用の湯。温泉好きの気持ちを満たしてくれるの

ぼせものがたりが広がります。」 

・「五右衛門風呂（木桶の湯） 露天風呂 バブ

ルジェット風呂 ジャグジー風呂」 

「岡山市温泉情

報・予約ネット」

と称する旅行情報

ウェブサイト 

（別添写し３－

１、３－２） 

平成２３年頃から

平成２６年１０月

頃までの間 

・「ゆったり温泉三昧、風呂自慢の宿 大浴場３

ヶ所に１１種類の湯船があります。台湾大理石

の原石を使用した大岩風呂が大好評です。」 

・「温泉ＤＡＴＡ ●泉質 ラドン泉 ●効能 

神経痛、リュウマチ、婦人病など」 

・「遊び心がそそられる、１１種類の湯めぐり 台

湾産大理石の原石でつくられた自慢の大岩風

呂をはじめ趣向をこらした温泉めぐり、天然の

お湯は日常がふっと遠のく極楽夢ごこち。全１

１種類の温泉が、湯遊び心をくすぐります。」 

・「大露天風呂 ひのき風呂 台湾大岩風呂 ジ

ャグジー風呂 備前焼登り窯サウナ」 

平成２４年頃から

平成２６年１０月

頃までの間 

・「重源上人ゆかりの由緒ある温泉で、趣向をこ

らしたお風呂を楽しむ」 

・「街道を巡った後は、温泉巡り。（全部で９種類

のお風呂があるのですが）日帰りでも入れる温

泉として『台湾大岩風呂』と『備前釜風呂』が

あります。」 

・「水風呂には水が滝のように流れており、大自

然の中で温泉につかっているかのような気分

に。備前釜風呂も、露天風呂、ジャグジー風呂、

バブルジェット風呂、水風呂、サウナ等充実の

内容。その中でも特に私が気に行ったのは、五

右衛門風呂。木桶にすっぽり入っているととて

も温まりました。大充実の温泉三昧！数々のテ

レビで『風呂自慢の宿』として紹介されている

のも納得です。」 

 
 



別表２ 

 

 浴場施設名 浴槽等の名称 温水等 提供期間 

1 

白雲閣 

台湾大岩風呂 

大岩風呂  
温泉を使用 

昭和５５年４月以降 

2 ひのき風呂  

3 
サウナ風呂 

水を使用し

ていない 

4 水風呂 

温泉ではな

い井戸水を

使用 

5 

健康村 

備前釜風呂 

五右衛門風呂 平成９年３月以降 

6 バブルジェット風呂 

7 露天風呂 

8 ジャグジー風呂 

9 水風呂 

10 岩盤浴 

11 
サウナ風呂 

水を使用し

ていない 

12 

白雲閣 

渓流の湯 

大岩風呂 

温泉を使用 

・昭和６３年３月から平成２

１年頃までは常時使用。 

・平成２１年頃以降は他の浴

場施設の故障時のみ使用。 

13 
ひのき風呂 
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別添写し２
（縮小したもの）
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